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【手続補正書】
【提出日】平成30年6月6日(2018.6.6)
【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１６】
　図５は、集合分割問題の概要を説明する図である。図５は、Ｓ４０１で、分割対象の集
合｛１、２、３、・・・、７｝の部分集合の候補として９個の部分集合Ｓj（１≦ｊ≦９
）、つまりＳ1、Ｓ2、・・・、Ｓ9の候補情報が取得された場合の係数ａkjの例を示す図
である。
　図５の表のｋ行は、分割対象の集合の要素ｋを示す。そして、図５の表のｊ列は、各部
分集合Ｓjを示す。図５の表の各列の斜線模様の要素は、その列に対応する部分集合が対
応する集合の要素を含んでいることを示している。図５における集合分割問題とは、集合
｛１、２、３、・・・、７｝の各要素が丁度、１回ずつ現れるように、部分集合をＳjの
中から選択する問題ということができる。図５の例では、正解は、Ｓ1とＳ7とＳ9との組
み、又は、Ｓ4とＳ8との組みである。
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